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は
じ
め
に 

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益

重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推

進
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
木

材
安
定
供
給
体
制
の
構
築
等

を
図
る
た
め
、
森
林
の
機
能
に

応
じ
た
施
業
の
結
果
、
得
ら
れ

る
木
材
の
持
続
的
か
つ
計
画

的
な
供
給
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

平
成
30
年
度
は
、
北
海
道

の
国
有
林
か
ら
供
給
す
る
木

材
は
、
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ

の
針
葉
樹
を
中
心
に
、
立
木
に

よ
る
も
の
が
約
78
万
立
方
メ

ー
ト
ル
、
素
材
（
丸
太
）
に
よ

る
も
の
が
約
64
万
立
方
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局

に
お
い
て
は
、
国
産
材
を
政
策

的
に
供
給
し
得
る
国
有
林
の

優
位
性
を
活
か
し
、
価
格
急
変

時
の
供
給
調
整
機
能
を
発
揮

す
る
目
的
で
、
四
半
期
毎
に

「
北
海
道
森
林
管
理
局
国
有

林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
で
は
、
学
識
経

験
者
や
林
業
、
木
材
業
界
の
団

体
、
事
業
体
等
の
外
部
有
識
者

等
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

地
域
の
木
材
の
価
格
や
需
給

の
動
向
を
把
握
・
分
析
し
、
国

有
林
か
ら
の
木
材
の
供
給
量

や
供
給
時
期
の
調
整
が
必
要

な
の
か
ど
う
か
の
検
討
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
―
１
） 

こ
の
委
員
会
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、
国
有
林
材
の
安
定

供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
検

討
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
、
木
材
供
給
等
に
係
る

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

◯
針
葉
樹

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お

け
る
針
葉
樹
の
収
穫
は
、
人
工

林
の
主
伐
及
び
間
伐
に
よ
る

も
の
が
主
体
で
、
樹
種
別
に
は
、

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
エ
ゾ

マ
ツ
、
ス
ギ
等
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
ト
ド
マ
ツ
が
71
％
、
カ

ラ
マ
ツ
が
18
％
と
全
体
の
収

穫
量
の
約
９
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

北
海
道
産
の
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
は
製
材
用
と
し
て

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
合
板
、
パ

ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
の

製
材
は
、
主
に
荷
物
の
梱
包
用

材
や
工
事
現
場
で
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
の
角

材
（
桟
木
）
と
い
っ
た
産
業
用

の
資
材
と
し
て
の
利
用
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。
建
築
用

と
し
て
は
、
比
較
的
小
さ
な
板

材
や
角
材
（
羽
柄
材
）
、
集
成

材
用
の
原
板
と
し
て
の
利
用

が
多
く
、
柱
・
梁
な
ど
建
築
物

の
構
造
を
担
う
部
材
と
し
て

の
利
用
は
わ
ず
か
で
す
。
（
図

―
１
）

こ
れ
ら
の
資
材
や
部
材
の

生
産
に
は
、
主
に
小
・
中
径
木

の
丸
太
が
利
用
さ
れ
ま
す
が
、

北
海
道
で
は
、
人
工
林
の
高
齢

級
化
に
伴
っ
て
、
ト
ド
マ
ツ
や

写真-1 国有林材供給調整検討委員会 

図-1 針葉樹材の供給量と製材の用途別の内訳 
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カ
ラ
マ
ツ
の
小
・
中
径
木
の
供

給
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
小
・
中
径
木
不
足

の
現
状
を
踏
ま
え
、
需
要
に
応

じ
た
採
材
、
仕
訳
を
徹
底
し
、

製
材
工
場
等
の
需
要
に
応
え

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
取
り

組
む
ほ
か
、
高
齢
級
化
に
よ
り

大
径
と
な
っ
た
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
の
構
造
材
と
し
て

の
利
用
推
進
等
、
道
産
材
の
付

加
価
値
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
（
写
真-

２
）

○
広
葉
樹

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お

け
る
広
葉
樹
の
収
穫
は
、
針
葉

樹
人
工
林
の
中
に
点
在
す
る

広
葉
樹
に
よ
る
も
の
を
主
体

と
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が

パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
―
２
） 

こ
れ
ら
の
広
葉
樹
を
様
々

な
用
途
で
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
平
成
２９
年
度
に
、
こ

れ
ま
で
家
具
材
や
フ
ロ
ア
材

と
し
て
の
利
用
が
な
か
っ
た

樹
種
や
中
小
径
木
材
の
利
用

可
能
性
に
つ
い
て
、
国
有
林
材

の
買
受
事
業
者
等
に
対
し
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
広
葉
樹
の
需
要
者
や
流

通
業
者
、
林
産
加
工
研
究
機
関

に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
北
海
道
産
広

葉
樹
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
北
海
道
産
広
葉

樹
の
安
定
供
給
な
ど
が
課
題

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
供
給
が
不
足
し
て
い

る
樹
種
と
し
て
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

タ
モ
等
の
旧
来
か
ら
利
用
さ

れ
て
い
る
樹
種
が
、
今
後
利
用

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
樹
種
と

し
て
は
、
そ
れ
ら
の
ほ
か
シ
ラ

カ
ン
バ
や
ハ
ン
ノ
キ
と
い
っ

た
早
生
の
樹
種
が
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
（
表
）

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
広
葉

樹
が
家
具
材
や
フ
ロ
ア
材
に

も
活
用
出
来
る
よ
う
な
採
材

に
努
め
る
と
と
も
に
、
伐
期
を

迎
え
た
全
て
の
人
工
林
を
対

象
と
し
て
、
も
と
も
と
北
海
道

に
あ
っ
た
よ
う
な
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
交
し
た
森
林
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

写真-2 銘木市に出品したトドマツ 

図-2 広葉樹材の供給量と用途別の内訳 

【表】アンケート調査結果

ミズナラ（フロア、家具、ウィスキー樽）

サクラ（家具）

北海道産広葉樹の安定供給に関する主な意見

需要に応じた広葉樹材の供給に関する主な意見

① 需要に対して北海道産広葉樹原木供給量が少ない。

② 全体的に品薄のため、広葉樹一般材価格が上昇している。

③ 樹種、量、品質の安定した供給がない。

④広葉樹商品の開発を進める上でも、原木の安定的供給にかかる将来の見通しがない。

① 良質材（大径材）の供給が少ないため、天板用等の太い材は外材に頼らざるを得ない。

② シナ等の合板用材は22cm程度から使用可能だが、国有林の採材2.4ｍでは歩留まりが悪い。
（合板の場合2.1ｍが標準）

③ シラカバの利用に取り組んできたが供給量が絶対的に不足している。
需要に対して北海道産広葉樹原木供給量が少ない。

供給が不足している樹種、用途

シラカンバ（合単板、木工品、家具）

ハンノキ（合単板、家具）

クルミ（家具）

クリ（フロア）

ミズナラ（建築、家具建具、合単板、ウィスキー樽等）

今後利用拡大が期待される樹種、用途

タモ（建築、合単板、家具建具、野球バット等）

メジロカバ（合単板、建築、家具建具等）

セン（合単板、建築、家具建具等）

シナ（合単板、家具建具等）

３



１
．
は
じ
め
に 

森
林
づ
く
り
を
担
う
林
業
労

働
者
の
確
保
は
、
山
村
の
活
性

化
や
雇
用
の
拡
大
の
た
め
に
も

極
め
て
重
要
で
す
。 

一
方
、
林
業
労
働
力
の
動
向

を
、「
林
業
従
事
者
」
数
で
見
る

と
、
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
の
林
業
生
産
活

動
の
活
発
化
な
ど
か
ら
、
伐

木
・
造
材
・
集
材
従
事
者
は
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
植

付
や
下
刈
、
苗
木
づ
く
り
を
担

う
育
林
従
事
者
は
、
平
均
年
齢

は
若
返
っ
て
い
る
も
の
の
、
減

少
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と
し
て

高
齢
者
の
割
合
は
高
く
、
将
来

的
に
林
業
労
働
者
を
安
定
的
に

確
保
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
．
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
成
果 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

当
署
で
は
、
昨
年
の
５
月
に
、

北
海
道
旭
川
農
業
高
等
学
校
と

上
川
総
合
振
興
局
北
部
森
林

室
、
下
川
町
の
４
者
が
、
実
習

等
で
包
括
的
に
連
携
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
未
来
の
林
業
の

担
い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
北
海
道
旭

川
農
業
高
等
学
校
実
習
等
の
連

携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
３
ヶ
年
で
林

業
の
一
連
の
流
れ
を
体
験
出
来

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
森
林

科
学
科
の
１
年
生
で
植
樹
、
２

年
生
で
保
育
、
３
年
生
で
伐
採

と
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
木
材
を
活

か
し
た
他
産
業
な
ど
の
現
地
見

学
や
体
験
）
を
実
施
し
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
森
林
科
学
科
の

全
学
年
の
生
徒
１
１
０
名
を
対

象
に
当
署
の
旭
川
農
業
高
等
学

校
Ｏ
Ｂ
や
若
手
職
員
等
、
延
べ

47
名
を
派
遣
し
て
、
実
習
の
指

導
・
支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
生

の
受
け
入
れ
と
し
て
、
旭
川
農

業
高
等
学
校
２
年
生
５
名
、
下

川
商
業
高
等
学
校
２
年
生
２

名
、
長
野
県
林
業
大
学
校
１
年

生
１
名
を
対
象
に
、
接
遇
マ
ナ

ー
、
国
有
林
の
紹
介
、
林
道
新

設
現
場
の
案
内
等
を
行
い
ま
し

た
。 生

徒
か
ら
は
、
「
進
路
に
役

立
て
た
い
」
、
「
森
林
を
守
る

重
要
性
が
わ
か
っ
た
」
等
の
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
旭

川
農
業
高
等
学
校
か
ら
下
川
町

森
林
組
合
へ
、
昨
年
度
は
１
名
、

今
年
度
も
１
名
就
職
す
る
な

ど
、
「
下
川
町
に
お
け
る
連
携
」

の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
高
校
の
校
長
先
生
か

ら
は
、
「
林
業
関
連
の
公
務
員
、

企
業
等
に
進
む
卒
業
生
の
割
合

が
確
実
に
増
え
た
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
．
今
年
度
の
取
組 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
５
月
に

旭
川
農
業
高
等
学
校
森
林
科
学

科
３
年
生
36
名
、
７
月
に
２
年

生
40
名
の
生
徒
を
対
象
に
、
当

署
か
ら
延
べ

16
名
の
職
員
を

派
遣
し
、
林
業
実
習
を
行
い
ま

し
た
。 

生
徒
か
ら
は
、
「
将
来
、
林

業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
し

た
い
」
と
の
声
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
、
９
月
に
は
１
年
生
の

植
樹
等
の
実
習
、
10
月
に
は
2

年
生

5
名
程
度
の
イ
ン
タ
ー

ン
生
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
ぐ
る

み
で
、
新
た
な
林
業
の
担
い
手

育
成
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く

考
え
で
す
。 

４者による協定の締結 

標準地調査の実習風景 

枝打ち作業の実習風景 
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利
尻
森
林
事
務
所
は
、
北
海
道

の
北
部
、
日
本
海
に
位
置
す
る
利

尻
島
の
国
有
林
全
域
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
当
事
務
所
が
管
理
す
る

国
有
林
の
面
積
は
約
１
２
，
５
０

０
ｈ
ａ
で
、
利
尻
島
の
面
積
の
お

よ
そ
７
割
に
あ
た
り
ま
す
。
利
尻

島
に
は
利
尻
富
士
町
、
利
尻
町
の

２
つ
の
自
治
体
が
あ
り
、
当
森
林

事
務
所
は
利
尻
富
士
町
に
所
在
し

て
い
ま
す
。 

利
尻
の
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の

｢

リ
・
シ
リ
（
高
い
・
島
）｣

が
語

源
で
あ
り
、
島
の
中
央
に
は
利
尻

富
士
の
名
で
も
知
ら
れ
る
最
北
の

百
名
山
、
利
尻
山
（
標
高
１
，
７

２
１
ｍ
）
が
そ
び
え
立
ち
、
山
頂

付
近
に
は
貴
重
な
高
山
植
物
の

花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
ま
た
、

姫
沼
や
オ
タ
ト
マ
リ
沼
と
い
っ
た

湖
沼
が
あ
り
、
湖
面
に
映
る
利
尻

山
を
眺
め
な
が
ら
大
自
然
の
中
を

散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

島
の
主
な
産
業
は
水
産
業
と
観

光
業
で
あ
り
、
利
尻
の
豊
か
な
森

林
は
海
を
潤
し
豊
富
な
海
産
物
を

育
み
ま
す
。
利
尻
の
ウ
ニ
や
昆
布

は
高
級
食
材
と
し
て
全
国
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

森
林
官
は
地
域
の
国
有
林
の
窓

口
と
し
て
様
々
な
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
業
務
は
国
有
林
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
林
野
巡

視
に
は
じ
ま
り
、
林
内
の
状
況
確

認
や
林
道
の
維
持
管
理
、
山
火
事

の
予
防
対
策
や
入
林
者
へ
の
対
応

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
雨
に
な
る
と
土
砂
災
害
等
が
発

生
す
る
危
険
な
箇
所
を
中
心
に
点

検
を
行
い
、
災
害
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。
請
負
事
業
体
に
よ
る

植
栽
、
下
刈
り
な
ど
の
事
業
実
行

の
監
督
も
森
林
官
の
重
要
な
業
務

で
す
。 

 

島
内
で
は
こ
の
よ
う
な
事
業
に

よ
り
植
栽
し
た
ト
ド
マ
ツ
等
が
順

調
に
生
長
し
、
森
林
資
源
は
成
熟

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
当

森
林
事
務
所
で
Ｇ
Ｓ
Ｓ
（
グ
リ
ー

ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
を

雇
用
し
、
森
林
官
と
と
も
に
入
林

者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
活
動
や
歩
道

の
簡
易
な
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 

そ
の
他
、
毎
年
秋
に
は
、｢

お
魚

を
殖
や
す
植
樹
運
動｣

と
し
て
、利

尻
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
が
行
う

植
樹
祭
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
提
供
す
る
と
と
も
に
植
樹
指
導

な
ど
、
漁
業
関
係
者
に
よ
る
森
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

利
尻
島
は
従
来
、
ヒ
グ
マ
や
エ

ゾ
シ
カ
は
生
息
し
て
い
な
い
島
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
５
月
に
１
０
６
年
ぶ
り
に
ヒ
グ

マ
が
島
に
上
陸
し
た
こ
と
が
、
当

森
林
事
務
所
で
設
置
し
た
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
に
写
り
、
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
入
林
者
等
の
安
全
確
保
の

た
め
、
引
き
続
き
、
自
動
撮
影
カ

メ
ラ
に
よ
る
ヒ
グ
マ
の
行
動
確
認

や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
注
意
喚
起
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。 

 

利
尻
の
豊
か
な
森
林
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
地
元
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

今
後
と
も
日
々
努
力
し
て
参
り
ま

す
。 

宗谷森林管理署 

利尻森林事務所 

森林官 土井尻 康輔 

森
林
官
の
仕
事 

結
び
に 

姫沼から利尻山を望む

森 林 官 です! こ ん に ち は 

昆布の天日干し

自
然
豊
か
な
利
尻
島 

下刈りを実行した現場

植樹祭の様子
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
全
道
を
活
動
エ
リ
ア
と
し

て
、
地
域
で
求
め
ら
れ
る
林
業

技
術
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
平
成
30
年
か
ら
５

年
間
の
予
定
で
新
た
な
課
題
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
天
然
更

新
に
よ
る
広
葉
樹
資
源
の
持
続

的
育
成
手
法
の
確
立
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

実
施
の
背
景 

本
課
題
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

空
知
森
林
管
理
署
管
内
の
夕
張

広
葉
樹
施
業
指
標
林(

夕
張
郡
栗

山
町)

で
す
。 

「
施
業
指
標
林
」
と
は
、
実

際
に
森
林
整
備
の
た
め
の
各
種

作
業
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
経

過
を
調
査
・
分
析
し
、
そ
の
成

果
を
今
後
の
施
業
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
試
験

地
で
す
。 

昭
和
59
年
に
設
定
さ
れ
た
こ

の
試
験
地
は
、
面
積
約
36
ｈ
ａ

の
広
葉
樹
の
天
然
林
で
、
広
葉

樹
林
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
カ
ン

バ
類
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ア
サ

ダ
、
オ
オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
の
３
種
で
全
体
本

数
の
５
割
を
占
め
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
30
年
以
上
に

わ
た
り
、
森
林
の
様
子
を
継
続

調
査
し
て
い
ま
す
。 

樹
木
の
下
の
植
生
は
ク
マ
イ

ザ
サ
が
密
生
し
て
い
る
た
め
、

地
表
面
ま
で
光
が
届
か
ず
、
樹

木
の
種
子
が
落
下
し
て
も
後
継

樹
の
生
育
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
サ
サ
は
旺
盛
な
生
育
力
を

も
ち
地
下
茎
に
よ
っ
て
生
育
エ

リ
ア
を
拡
大
し
ま
す
。

今
あ
る
広
葉
樹
の
寿
命
が
く

れ
ば
、
将
来
、
辺
り
一
面
サ
サ

だ
け
の
場
所
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
サ
サ
の
地
下
茎
ご
と
除

去
す
る
「
地
が
き
」
と
い
う
地

表
処
理
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の

際
、
後
継
樹
の
発
生
・
生
育
の

た
め
の
適
度
な
光
環
境
を
確
保

で
き
る
箇
所
を
選
定
す
る
と
と

も
に
、
種
子
を
落
と
す
母
樹
の

根
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
配
慮

し
作
業
を
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、「
根
返
し
」
と
い
っ
て
、

伐
根
が
あ
れ
ば
機
械
で
根
ご
と

か
き
起
こ
し
、
林
内
に
マ
ウ
ン

ド
と
呼
ば
れ
る
小
さ
い
丘
を
つ

く
る
試
み
を
何
箇
所
か
行
っ
て

い
ま
す
。
マ
ウ
ン
ド
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
樹
木
に
と
っ
て

は
、
光
・
水
環
境
が
良
く
、
土

中
に
あ
る
菌
類
に
よ
る
被
害
も

受
け
に
く
い
と
い
う
有
利
性
が

発
生
し
ま
す
。
（
下
図
参
照
） 

自
然
の
中
で
も
風
な
ど
に
よ

っ
て
倒
れ
た
樹
木
の
根
が
こ
の

よ
う
な
マ
ウ
ン
ド
状
態
に
な

り
、
そ
こ
に
稚
樹
が
多
く
発
生

し
て
い
る
様
子
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。 

今
後
の
展
開 

現
在
、
森
林
総
合
研
究
所
北

海
道
支
所
と
連
携
を
図
り
、
試

験
地
の
一
部
の
箇
所
に
お
い
て

森
林
調
査
及
び
試
験
プ
ロ
ッ
ト

の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
に
よ
る
樹
木

の
更
新
へ
の
影
響
も
同
時
に
調

査
し
て
い
ま
す
。

 

後
継
樹
を
確
保
す
る
た
め
の

作
業
を
「
更
新
補
助
作
業
」
と

い
い
ま
す
が
、
広
葉
樹
資
源
を

持
続
的
に
育
成
し
て
い
く
た
め

の
効
果
的
な
天
然
更
新
技
術
を

確
立
し
、
民
有
林
へ
の
普
及
も

図
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

森林技術・支援センター 

林内の様子～下層はササ一面

機械による地がき作業

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/gizyutu_c/index.html森林技術・支援センターの HP

マウンド

根返しのイメージ図
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山の日記念
小樽天狗山登山会

平成30年8月7日（火）、足寄町国有林内で十勝総

合振興局、足寄町、陸別町、浦幌町、上士幌町、

豊頃町及び林業事業体からも参加していただき、

現地検討会を行いました。開催箇所は、昨年、大

型機械地拵作業の実行中に「一貫作業システム」

の現地検討会を開催した箇所です。今後も、実証

実験やこれまでの取組みで得られた実績や蓄積

したデータを示したり、現地検証の場を設ける等し

ながら、民有林関係の皆様と一緒に課題の解決

に向け取り組んでいきたいと考えています。

平成30年8月9日(木)、下川町の民有林において上

川総合振興局、当署管内の市町村、森林組合、周

辺市町の指導林家、旭川管内の職員を対象に「上

川北部地区森林計画実行管理技術研修会」を開催

しました。将来を見据えた低コスト造林や地域の特

性に応じた適切な森林施業の実行管理に必要とさ

れる技術・知識を向上させることを目的に、クリーン

ラーチ大苗植栽試験地や間伐施業の事例地等を見

学し、効率的な森林施業をテーマに意見交換が行

われました。今後も地域林業の課題を解決するヒン

トになるような研修会を開催したいと考えております。

検索森もりスクエア詳細は

森林計画実行管理技術研修会

（上川北部森林管理署）

（十勝東部森林管理署）

職場内現地検討会

平成30年8月22日(水)、上ノ国町中の沢国有林にお

いて、今年度の檜山署における地域重点課題であ

る「造林コスト削減に向けた取組」の職員周知のた

めの現地検討会を開催しました。

当日は植付コストの削減を目指した大型機械による

地表処理（天然更新）の取組と下刈コストの削減を

目指した新たな地拵方法である「盛土地拵」の2つ
のテーマで実施しました。

検討会では、積極的な意見交換が行なわれ、地域

重点課題の理解を深めました。

（檜山森林管理署）

高性能林業機械に関する現地検討会

平成30年8月8日（水）、森町濁川国有林内で渡島総

合振興局、檜山振興局、檜山森林管理署、関係自

治体及び森林組合も交えて、保育間伐を行っている

（株）髙田建設に協力をいただき、高性能林業機械

に関する現地検討会を実施しました。検討会では、

ハーベスタ（伐木造材機）で木を伐倒し、枝払い、玉

切りして造材する一連の流れを見学し、林業の低コ

スト化を進めるためのアンケートを行いました。

今回の現地検討会が、関係機関を通じてひとつの

課題を考える良い機会になったのではないかと思い

ました。 （渡島森林管理署）

一貫作業システム実行後の現地検討会

山づくりワークショップ

平成30年8月30日（木）に、空知管内市町の林
務担当職員を対象に「第１回 空知の山づくり
ワークショップ」を開催しました。
市町林務担当になって日の浅い方に対象を絞
り、その方々に林業の現場を体験し、施業の
流れや基礎的な事柄を学んでいただくことを目
的に座学と現地見学を行いました。
今回、アンケート調査により、ニーズを把握した
ので、第2回以降へ繋げていきたいと思います。

（空知森林管理署）
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平成30年北海道胆振東部地震への対応状況

北海道森林管理局では、平成30年9月6日に北海道と合同で大規模な土砂崩れが発生し
ている厚真町等を中心に、ヘリコプターによる上空からの森林被害調査を実施しましたので
お知らせします。
１ 調 査 日 時： 平成30年9月6日（木） 9時30分～15時45分

２ 主な調査場所： 安平町、厚真町、むかわ町、日高町、占冠村、夕張市及び南富良野町
ほかの民有林・国有林

３ 調 査 機 関： 北海道森林管理局、北海道庁
４ 調 査 概 要： 上空からの調査では、厚真町北部を中心に約13kmの範囲（厚真町、

安平町、むかわ町）で多数の山腹崩壊が発生していることを確認しま
した。
その他の市町村では、今回の地震に起因すると考えられる崩壊地は
確認されませんでした。

５ そ の 他： 引き続き地上調査を実施します。

も り

9月28日（金）～10月10日（水）、北海道森林管理局の

１階ホールできのこの写真を展示します。10月9日、10

日は野生のきのこの展示と鑑定会を開催します。

※詳しくは北海道森林管理局HPをご覧下さい。

※国土地理院図を加工して作成
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